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研究倫理審査申請書（新規・変更）

（元号）　　　年　　月　　日
看護学研究科長　様

申請者　　　　　　　　　　　　　　　　
学籍番号　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印

	※受付番号：



	研究課題名
	


	所属研究領域
及び研究分野
	
領域　　　　　　　　　　　　　　分野

	指導教員
	

	添付書類
	１．研究計画書	：□ 添付　　 □ 該当なし　　
２．依頼書、説明書	：□ 添付　　 □ 該当なし　
３．同意書　　　	：□ 添付　　 □ 該当なし　
４．調査用紙等　	：□ 添付　　 □ 該当なし
５．その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	研究期間
	年　　月　　日　　～　　　　年　　月　　日

	変更
申請の
場合
	変更事項
	

	
	変更理由
	





１．研究の概要
	１）研究の目的・意義　
	〇〇字程度で、本研究の目的を記入する。
〇〇字程度で、本研究の必要性や重要性などの意義を記入する。

	２）	対象者（数）及び対象者として選定した理由
	研究対象者の抽出方法
□無作為抽出　□一般公募　□施設からの紹介　□その他（　　　　　）
研究対象者の選定、選択における任意性の確保などの対象者の選定方針を記載する。

	３）研究方法
	研究の方法論、データ分析などを具体的かつ簡潔に記入する。



	４）実施場所
	具体的に記入する。

	５）成果の公表方法
	


	６）研究経費支出種目（研究資金）
	研究資金の出所が大学予算なのか、外部資金なのかを記載する。
本学の研究費：
公的外部資金：□文部科研　□厚労科研　□その他（　　　　　　　　）
民間研究資金：□助成金　□受託研究　□共同研究　□寄付金
　　　　　　　（出資団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
利益相反：　□無　　□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



２．研究における倫理的配慮
	１）	対象となる個人の人権の擁護
	任意性を確保する方法など、対象者の人権が侵害されないようにする配慮について記載する。たとえば、研究の途中で協力を取りやめる具体的な方法、研究を拒否・撤回しても不利益を受けない権利を保証する方法など。

	２）	対象となる人の理解を求め、同意を得る方法
	

	3） 対象となる人への	危険・不利益
	・研究に伴って必然的におこる不快があれば、その内容とそれへの対応。
・予測される危険や不利益（研究中あるいは研究終了後の身体的・精神的影
響を含む）があれば、その内容とそれへの対応。
・事故等の不測の事態が生じた場合の対応方法や連絡先。また、事故等が生
じた際の補償の有無とその内容。

	4） 対象となる人への	利益（謝礼を除く）
	


	5） 予測される学問的
・社会的な貢献
	


	6） 資料・試料の保管
・廃棄方法
	



	７）	謝礼
	謝礼の有無を記載する。謝礼が有る場合は、種類（謝礼、交通費・宿泊費等）、金額、支払い方法（クオカード、図書券、現金、物品等）について記載する。




３．その他
	




（Ａ４）
